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令和５年中泊町議会決算特別委員会

令和 ５年 ９月 ６日（水曜日）

〇議事日程 第１号

１ 臨時委員長の紹介

２ 委員長の選挙

３ 副委員長の選挙

４ 会議録署名委員の指名

５ 会期の決定

６ 監査結果の報告

７ 議案第５９号 令和４年度中泊町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について

８ 議案第６０号 令和４年度中泊町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

９ 議案第６１号 令和４年度中泊町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について

１０ 議案第６２号 令和４年度中泊町漁業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について

１１ 議案第６３号 令和４年度中泊町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定について

１２ 議案第６４号 令和４年度中泊町水道事業特別会計利益の処分及

び決算の認定について

〇出席委員（１３名）

１番 鈴 木 長一郎 君 ２番 田 中 洋 君

３番 成 田 直 人 君 ４番 秋 元 隆 君

５番 塚 本 悦 子 君 ６番 荒 関 富 雄 君

７番 秋 田 博 君 ８番 長 利 司 君

９番 兵 庫 桂 蔵 君 １０番 青 山 雅 晴 君

１１番 沖 崎 勲 君 １２番 野 上 憲 幸 君

１３番 川 山 光 則 君
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〇欠席委員（なし）

〇出席説明員

町 長 濱 舘 豊 光 君

副 町 長 横 野 彰 吾 君

教 育 長 鈴 木 信 也 君

代 表 監 査 委 員 外 﨑 良 造 君

総 務 課 長 下 山 貴 子 君

財 政 課 長 三 上 晃 瑠 君

総 合 戦 略 課 長 越 野 進 一 君

町 民 課 長 宮 越 裕 子 君

福 祉 課 長 阿 部 弘 喜 君

環 境 整 備 課 長 藤 本 雅 久 君

農 政 課 長 古 川 幹 人 君

水 産 商 工 観 光 山 中 哲 哉 君
課 長

小 泊 支 所 長 太 田 光 平 君

教 育 課 長 田 中 綾 人 君

税 務 会 計 課 長 三 上 康 栄 君

上 下 水 道 課 長 鈴 木 輝 文 君

〇職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 長 利 香代子 君

総 務 課 行 政 係 白 川 隼 君
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開会 午前１０時００分

◎臨時委員長の紹介

〇議会事務局長（長利香代子君） 決算特別委員会の開会に当たり、事務局か

ら臨時委員長のご紹介をいたします。

今日は、去る９月１日の本会議において決算特別委員会が設置され

てから初めての委員会となります。委員長が互選されるまでの間、委

員会条例第１０条第２項の規定によって、出席委員の中で年長の委員

が臨時に委員長の職務を行うことになっております。

出席委員の中で秋田博委員が年長の委員でありますので、秋田博委

員に臨時委員長をお願いいたします。

秋田委員、委員長席へお願いいたします。

〇秋田臨時委員長 ただいまご紹介いただきました秋田です。委員会条例第１

０条第２項の規定によって、臨時に委員長の職務を行います。どうか

よろしくお願いいたします。

◎開会の宣告

〇秋田臨時委員長 ただいまの出席委員数は１３名です。定足数に達していま

すので、これから決算特別委員会を開会いたします。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。

◎委員長の選挙

〇秋田臨時委員長 日程第２、委員長の選挙を行います。

お諮りします。委員長の選挙は指名推選の方法によって行いたいと

思います。ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇秋田臨時委員長 異議なしと認めます。

よって、委員長の選挙は指名推選の方法によって行うことに決定い

たしました。

お諮りします。指名の方法については、私が指名することにしたい

と思います。ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇秋田臨時委員長 ご異議なしと認め、したがって私が指名することに決定し
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ました。

決算特別委員会委員長に塚本悦子委員を指名します。

ただいまの指名にご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇秋田臨時委員長 異議なしと認めます。

したがって、塚本悦子委員が委員長に当選されました。

当選の告知をします。

ただいま委員長に当選されました塚本悦子委員に承諾及び挨拶をお

願いいたします。登壇をお願いします。

（決算特別委員長 塚本悦子君登壇）

〇塚本委員長 ただいま皆様方のご推挙により委員長という重責を仰せつかり

ました塚本でございます。浅学非才ではございますが、本委員会がス

ムーズにかつ適正に審査が行われるよう、皆様方のご協力のほどよろ

しくお願いを申し上げ、簡単ではございますが、委員長就任の挨拶と

させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

〇秋田臨時委員長 以上で臨時委員長の職務を終わります。ご協力ありがとう

ございました。

それでは、塚本悦子委員長、どうかよろしくお願いします。

（臨時委員長、委員長と交代）

◎副委員長の選挙

〇塚本委員長 日程第３、副委員長の選挙を行います。

お諮りします。副委員長の選挙は指名推選の方法によって行いたい

と思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇塚本委員長 ご異議なしと認めます。

よって、副委員長の選挙は指名推選の方法によって行うことに決定

しました。

お諮りします。指名の方法については、私が指名することにしたい

と思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇塚本委員長 異議なしと認めます。

したがって、私が指名することに決定しました。
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決算特別委員会副委員長に鈴木長一郎委員を指名します。

ただいまの指名にご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇塚本委員長 異議なしと認めます。

したがって、鈴木長一郎委員が副委員長に当選されました。

当選の告知をします。

ただいま副委員長に当選されました鈴木長一郎委員に承諾及び挨拶

をお願いします。登壇をお願いします。

（決算特別副委員長 鈴木長一郎君登壇）

〇鈴木副委員長 ただいま皆様方のご推挙によりまして、副委員長に選ばれま

した鈴木です。委員各位のご厚意に対し、厚くお礼申し上げます。

令和４年度中泊町の決算審査に当たり、塚本委員長をサポートして

スムーズな審査に努めたいと思いますので、委員各位のご協力をお願

い申し上げまして、副委員長就任の挨拶とさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。

◎会議録署名委員の指名

〇塚本委員長 日程第４、会議録署名委員の指名を行います。

決算特別委員会の会議録署名委員は、荒関富雄委員、長利司委員を

指名します。

◎会期の決定

〇塚本委員長 日程第５、会期の決定の件を議題にします。

お諮りします。決算特別委員会の会期は本日と明日７日の２日間に

したいと思います。異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇塚本委員長 異議なしと認めます。

したがって、決算特別委員会の会期は本日と明日７日の２日間に決

定しました。

◎監査結果の報告

〇塚本委員長 議案の審査に入る前に、代表監査委員に監査結果の報告を求め

ます。
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外﨑代表監査委員。

〇代表監査委員（外﨑良造君） 町長より審査に付されました令和４年度中泊

町一般会計及び各特別会計並びに公営企業会計（水道事業）の決算に

ついて、その審査結果の概要をご報告いたします。

各会計の決算等は、関係法令等に準拠して作成され、その計数は関

係する諸帳簿及びその他諸書類と符合しており、予算の執行について

も議決予算に従って実行されていて、適正であると認められました。

なお、詳細につきましては各会計ごとの意見書のとおりでございま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。

〇塚本委員長 監査結果の報告が終わりました。

ただいまの報告に対して質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑なしと認め、監査報告に対する質疑を終わります。

◎議案第５９号の上程、説明、質疑

〇塚本委員長 これより議事に入ります。

本日は、決算特別委員会に付託されました議案第５９号から議案第

６４号までの令和４年度中泊町各特別会計歳入歳出決算及び利益の処

分及び決算の審査を行います。

お諮りします。各議案の審査は歳入と歳出を一括して行いたいと思

います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇塚本委員長 異議なしと認めます。

したがって、各議案の審査は歳入と歳出を一括して行うことに決定

しました。

なお、ご質問の際は決算書のページを示してお願いします。

日程第７、議案第５９号 令和４年度中泊町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

宮越町民課長。

〇町民課長（宮越裕子君） 議案第５９号 令和４年度中泊町国民健康保険特

別会計歳入歳出決算についてご説明いたします。

最初に事業勘定からご説明いたします。歳入歳出決算書の１６０ペ
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ージを御覧願います。歳入決算額では、調定額１４億９，３１１万３，

５９５円、収入済額１４億２，４６８万２，２１６円、不納欠損額１，

００２万１，０８７円、収入未済額５，８４１万２９２円、予算現額

と収入済額との比較は、マイナス２億８，３１９万８，７８４円とな

りました。

１６２ページを御覧願います。歳出決算額では、支出済額１３億９，

６３９万９，９１４円、不用額及び予算現額と支出済額との比較は同

額の３億１，１４８万１，０８６円となりました。歳入歳出差引残額

は、２，８２８万２，３０２円となり、令和５年度へ繰り越すもので

あります。

次に、歳入歳出決算の概要について、歳入歳出決算事項別明細書に

より、歳出からご説明いたします。

１７０ページを御覧願います。第１款総務費では、支出済額が６，

０３４万６，８０６円、第１項総務管理費では、支出済額が５，８２

４万８，０６３円、次のページ、１７１ページを御覧願います。第２

項徴税費では、支出済額が１９７万９，３４３円、第３項運営協議会

費では、支出済額が１１万９，４００円となっております。

第２款保険給付費では、支出済額が８億７，９５３万１，５８８円、

第１項療養諸費では、支出済額が７億６，４３６万７，４６２円、次

のページ、１７２ページを御覧願います。第２項高額療養費では、支

出済額が１億１，２４３万４，１２６円、第３項移送費では、支出額

がありませんでした。第４項出産育児諸費では、支出済額が１６８万

円、次のページ、１７３ページを御覧願います。第５項葬祭費では、

支出済額が１，００５万円、第６項傷病手当諸費では、支出額があり

ませんでした。

第３款国民健康保険事業費納付金では、支出済額が３億５，２１９

万５，３１３円、第１項医療給付費分では、支出済額が２億８０９万

８，１５９円、第２項後期高齢者支援金等分では、支出済額が９，０

７９万１，０７１円、第３項介護納付金分では、支出済額が５，３３

０万６，０８３円となっております。

第４款共同事業拠出金では、支出済額が２８円となっております。

次のページ、１７４ページを御覧願います。第５款財政安定化基金

拠出金では、支出額はありませんでした。
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第６款保健事業費では、支出済額が１，２５６万６，４３８円、第

１項保健事業費では、支出済額が４３１万７，９８４円、次のページ、

１７５ページを御覧願います。第２項特定健康診査等事業費では、支

出済額が８２４万８，４５４円となっております。

第７款基金積立金では、支出済額が７，０２０万円となっておりま

す。

第８款公債費では、支出額はありませんでした。

申し訳ありません。訂正いたします。１７３ページ、第５項葬祭費

では、支出済額が１０５万円となります。

以上です。

次に、１７５ページを御覧願います。第２項特定健康診査等事業費

では、支出済額が８２４万８，４５４円となっております。

第８款公債費では、支出額はありませんでした。

引き続き１７５ページ、第９款諸支出金では、支出済額が２，１５

５万９，７４１円、第１項償還金及び還付加算金では、支出済額が６

４４万１，７４１円。次のページ、１７６ページを御覧願います。第

２項繰出金では、支出済額が１，５１１万８，０００円となっており

ます。

以上で歳出の説明を終わります。

次に、歳入についてご説明いたします。１６６ページにお戻り願い

ます。第１款国民健康保険税では、調定額３億３，１１１万８，９８

１円に対し収入済額は、２億６，２６８万７，６０２円、不納欠損額

は１，００２万１，０８７円、収入未済額は５，８４１万２９２円、

収納率は前年度比１．２７％減の７９．３３％となりました。

次のページ、１６７ページを御覧願います。第２款使用料及び手数

料では、調定額、収入済額が同額の１４万２，７００円となっており

ます。

第３款国庫支出金では、調定額、収入済額が同額の５万５，０００

円となっております。

第４款県支出金では、調定額、収入済額が同額の９億３，６６９万

７，１２２円となっております。

次のページ、１６８ページを御覧願います。第５款財産収入では、

調定額、収入済額が同額の５，５４２円となっております。
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第６款繰入金では、調定額、収入済額が同額の１億３，９６６万３，

５９９円となっております。

第７款繰越金では、調定額、収入済額が同額の７，２６０万８，４

５１円となっております。

第８款諸収入では、調定額、収入済額が同額の１，２８２万２，２

００円となっております。次のページ、１６９ページを御覧願います。

第１項延滞金加算金及び過料では、調定額、収入済額が同額の３６６

万７，３４４円、第３項雑入では、調定額、収入済額が同額の９１５

万４，８５６円となっております。

以上で事業勘定の歳入歳出決算の説明を終わります。

引き続き、診療施設勘定についてご説明いたします。１６３ページ

にお戻り願います。歳入決算額では、調定額、収入済額が同額の１億

４，９９８万４，３６０円、予算現額と収入済額との比較は、マイナ

ス４３４万５，６４０円となりました。

次のページ、１６４ページを御覧願います。歳出決算額では、支出

済額が１億４，９９８万３，７５５円、不用額及び予算現額と支出済

額との比較は同額の４３４万６，２４５円となりました。歳入歳出差

引残額は６０５円となり、その全額を令和５年度に繰り越すものであ

ります。

次に、歳入歳出決算の概要について、歳入歳出決算事項別明細書に

より、歳出からご説明いたします。１８４ページを御覧願います。第

１款総務費では、支出済額が１億３１４万７，２９０円、第１項医療

施設管理費は、支出済額が８，３２９万７７６円。１８６ページを御

覧願います。第２項歯科施設管理費では、支出済額が１，９８５万６，

５１４円。

次のページ、１８７ページを御覧願います。第２款医業費では、支

出済額が２，３７０万１，４５５円、第１項医科用医業費では、支出

済額が２，０８７万５，４９４円、第２項歯科用医業費では、支出済

額が２８２万５，９６１円となっております。

次のページ、１８８ページを御覧願います。第３款公債費は、支出

済額が２，３１３万５，０１０円となっております。

以上で歳出の説明を終わります。

次に、歳入についてご説明いたします。１８１ページにお戻り願い
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ます。第１款診療収入では、調定額、収入済額が同額の７，１６４万

５，１５５円、第１項医科外来収入では、調定額、収入済額が同額の

５，８４３万４，４５６円、第２項歯科外来収入では、調定額、収入

済額が同額の１，１５７万９，６７８円、第３項その他診療収入では、

調定額、収入済額が同額の１６３万１，０２１円となっております。

次のページ、１８２ページを御覧願います。第２款使用料及び手数

料では、調定額、収入済額が同額の２１万３，１２７円、第１項手数

料では、調定額、収入済額が同額の１７万８，９７０円、第２項使用

料では、調定額、収入済額が同額の３万４，１５７円となっておりま

す。

第３款国庫支出金では、調定額、収入済額が同額の４０１万５，０

００円となっております。

第４款繰入金では、調定額、収入済額が同額の４，９６２万５，０

００円となっております。

第５款繰越金では、調定額、収入済額が同額の１，７９９円となっ

ております。

第６款諸収入では、調定額、収入済額が同額の１，９７３万２，７

５４円、第１項雑入では、調定額、収入済額が同額の２７２万１，５

１６円、次のページ、１８３ページを御覧願います。第２項受託事業

収入では、調定額、収入済額が同額の１，７０１万１，２３８円とな

っております。

第７款町債では、調定額、収入済額が同額の４００万円となってお

ります。

第８款県支出金では、調定額、収入済額が同額の７５万１，５２５

円となっております。

以上で議案第５９号 令和４年度中泊町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算のご説明を終わります。

〇塚本委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、これをもちまして議案第５９号 令

和４年度中泊町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についての

質疑を終わります。
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◎議案第６０号の上程、説明、質疑

〇塚本委員長 日程第８、議案第６０号 令和４年度中泊町介護保険事業特別

会計歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

阿部福祉課長。

〇福祉課長（阿部弘喜君） 議案第６０号 令和４年度中泊町介護保険事業特

別会計歳入歳出決算についてご説明申し上げます。

歳入歳出決算書の２００ページを御覧願います。歳入決算額では、

調定額１８億５，８８６万１，０４８円、収入済額１８億５，８０２

万５，９０８円、不納欠損額７万９，３３５円、収入未済額７５万５，

８０５円、予算現額と収入済額との比較は、マイナス８０３万６，０

９２円となりました。

２０２ページを御覧願います。歳出決算額では、支出済額１８億３，

００３万６，４２７円、不用額３，６０２万５，５７３円、予算現額

と支出済額との比較は３，６０２万５，５７３円となりました。歳入

歳出差引残額は２，７９８万９，４８１円となり、その全額を令和５

年度へ繰り越すものであります。

次に、歳入歳出決算の概要について、歳入歳出決算事項別明細書に

よりご説明申し上げます。最初に、歳出からご説明いたします。

２０８ページを御覧願います。第１款総務費では、支出済額が５，

４０５万３，５６５円、第１項総務管理費では、支出済額が４，３８

３万９，６４０円、次のページ、２０９ページを御覧願います。第２

項徴収費では、支出済額が５０万７７５円、第３項介護認定審査会費

では、支出済額が９７１万３，１５０円となっております。

第２款保険給付費では、支出済額が１６億３，９１７万６，２０４

円、第１項介護サービス等諸費では、支出済額が１４億７，２９１万

３，７０３円、次のページ、２１０ページを御覧願います。第２項介

護予防サービス等諸費では、支出済額が２，００８万５，６４５円、

第３項高額介護サービス等費では、支出済額が５，７４１万６，９７

１円、第４項その他諸費では、支出済額が１１４万５，６５６円、第

５項特定入所者介護サービス等費では、支出済額が８，７６１万４，

２２９円となっております。
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第３款地域支援事業費、支出済額は、８，４３８万９，１１５円、

第１項介護予防・生活支援サービス事業費では、支出済額が３，７７

０万８，１６１円、次のページ、２１１ページを御覧願います。第２

項一般介護予防事業費では、支出済額が７４万５，３１２円、第３項

包括的支援事業・任意事業費では、支出済額が４，５７４万６，９２

４円、２１３ページを御覧願います。第４項その他諸費では、支出済

額が１８万８，７１８円となっております。

第４款基金積立金では、支出済額が１，５４６円となっております。

第５款公債費は、支出がありませんでした。

第６款諸支出金では、支出済額が５，２４１万５，９９７円となっ

ております。

次に、歳入についてご説明いたします。お戻りいただいて、２０４

ページを御覧願います。第１款保険料では、調定額２億８，８５７万

３，５８８円に対し、収入済額が２億８，７７３万８，４４８円、不

納欠損額が７万９，３３５円、収入未済額は７５万５，８０５円、収

納率は９９．７１％となっております。

なお、第１項介護保険料、第１目第１号被保険者保険料、第１節現

年度分特別徴収保険料で、収納率が１００％を超えておりますが、保

険料収納後に死亡した９名の過誤納金について、相続人が確定してい

ないことから、出納整理期間５月３１日までに還付未払いによるもの

です。今後、相続人が確定し次第、過年度分として還付いたします。

第２款使用料及び手数料では、調定額、収入済額は同額の２万１０

０円となっております。

第３款国庫支出金では、調定額、収入済額は同額の５億８９９万５，

３４５円、第１項国庫負担金では、調定額、収入済額は同額の３億４

９４万６５０円、第２項国庫補助金では、調定額、収入済額は同額の

２億４０５万４，６９５円となっております。

次のページ、２０５ページを御覧願います。第４款支払基金交付金

では、調定額、収入済額は同額の４億４，９８０万１，０００円とな

っております。

第５款県支出金では、調定額、収入済額は同額の２億５，６５１万

９，４４７円、第１項県負担金では、調定額、収入済額は同額の２億

３，６２２万７，２５０円、第２項県補助金では、調定額、収入済額
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は同額の２，０２９万２，１９７円となっております。

次のページ、２０６ページを御覧願います。第６款財産収入では、

調定額、収入済額は同額の１，５４６円となっております。

第７款繰入金では、調定額、収入済額は同額の３億１，６５６万４，

３５８円、第１項一般会計繰入金では、調定額、収入済額は同額の３

億７２２万２，３５８円、次のページ、２０７ページを御覧願います。

第２項基金繰入金では、調定額、収入済額は同額の９３４万２，００

０円となっております。

第８款繰越金では、調定額、収入済額は同額の３，７６３万８，０

７０円となっております。

第９款諸収入では、調定額、収入済額は同額の７４万７，５９４円、

第１項延滞金、加算金及び過料では、調定額、収入済額は同額の、２

万５００円、第２項雑入では、調定額、収入済額は同額の７２万７，

０９４円となっております。

以上、議案第６０号 令和４年度中泊町介護保険事業特別会計の歳

入歳出決算についてご説明申し上げました。

〇塚本委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、これをもちまして議案第６０号 令

和４年度中泊町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定についての

質疑を終わります。

◎議案第６１号の上程、説明、質疑

〇塚本委員長 日程第９、議案第６１号 令和４年度中泊町農業集落排水事業

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。

本案について担当課長に説明を求めます。

鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 議案第６１号 令和４年度中泊町農業集落排

水事業特別会計歳入歳出決算についてご説明申し上げます。

歳入歳出決算書の２２３ページを御覧願います。歳入決算額では、

調定額４，４０３万２，１６０円、収入済額４，３９９万８，５５６

円、収入未済額３万３，６０４円、予算現額と収入済額との比較は４
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０万５,５５６円となりました。

次のページ、２２４ページを御覧願います。歳出決算額では、支出

済額４，２７３万１３４円、不用額及び予算現額と支出済額との比較

は同額の８６万２,８６６円となりました。歳入歳出差引残額では１

２６万８，４２２円となり、その全額を令和５年度へ繰り越すもので

あります。

次に、歳入歳出決算の概要について歳入歳出決算事項別明細書によ

りご説明いたしますので、２２７ページを御覧願います。

最初に、歳出からご説明いたします。第１款事業費、支出済額は１，

８１４万２，７７９円となっております。これらの主な支出は、第１

目一般管理費、１２節委託料の固定資産調査１３２万円、第２目施設

管理費、１０節需用費の電気料３００万６，９３２円、次のページ、

２２８ページを御覧願います。１２節委託料の処理施設管理業務委託

料５１８万８，７００円、余剰汚泥排出業務５３４万６，０００円な

どであります。

第２款公債費、支出済額は２，４５８万７，３５５円、第１目元金

で支出済額が２，２２９万２，７０９円、第２目利子で支出済額が２

２９万４，６４６円となっております。

次に、歳入であります。２２６ページにお戻り願います。第１款使

用料及び手数料では、調定額６０２万４,２７５円に対し、収入済額

は５９９万６７１円、収入未済額３万３,６０４円となっており、収

納率は９９．４４％であります。

第２款繰入金では、調定額、収入済額が同額の３,７２７万４,００

０円、第３款繰越金では、調定額、収入済額が同額の７３万３，８８

５円となっております。

以上、議案第６１号 令和４年度中泊町農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算についてご説明申し上げました。

〇塚本委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、これをもちまして議案第６１号 令

和４年度中泊町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

ての質疑を終わります。
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◎議案第６２号の上程、説明、質疑

〇塚本委員長 日程第１０、議案第６２号 令和４年度中泊町漁業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 議案第６２号 令和４年度中泊町漁業集落排

水事業特別会計歳入歳出決算についてご説明申し上げます。

歳入歳出決算書の２３７ページを御覧願います。歳入決算額では、

調定額２，４１５万８７４円、収入済額２，４１４万１,６３０円、

収入未済額９，２４４円、予算現額と収入済額との比較はマイナス６

万５，３７０円となりました。

次のページ、２３８ページを御覧願います。歳出決算額では、支出

済額２，３３２万２，７６３円、不用額及び予算現額と支出済額との

比較は同額の８８万４，２３７円となりました。歳入歳出差引残額で

は８１万８，８６７円となり、その全額を令和５年度へ繰り越すもの

であります。

次に、歳入歳出決算の概要について歳入歳出決算事項別明細書によ

り説明いたしますので、２４１ページを御覧願います。

最初に、歳出からご説明いたします。第１款事業費、支出済額は７

５６万２，９９７円となっております。これらの主な支出は、第１目

一般管理費、１２節委託料の固定資産調査１３２万円、第２目施設管

理費、１０節需用費の電気料２２０万１，４００円、１２節委託料の

処理施設管理業務２３６万５，０００円などであります。

第２款公債費、支出済額は１，５７５万９，７６６円、第１目元金

で、支出済額が１，４３８万５，４６２円、次のページ、２４２ペー

ジを御覧願います。第２目利子で、支出済額が１３７万４，３０４円

となっております。

次に、歳入であります。２４０ページにお戻り願います。第１款使

用料及び手数料では、調定額２８１万１,５６３円に対し、収入済額

は２８０万２，３１９円、収入未済額９,２４４円となっており、収

納率は９９．６７％であります。

第２款繰入金では、調定額、収入済額が同額の２，１１９万２，０
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００円、第３款繰越金では、調定額、収入済額が同額の１４万７，３

１１円となっております。

以上、議案第６２号 令和４年度中泊町漁業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算についてご説明申し上げました。

〇塚本委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、これをもちまして議案第６２号 令

和４年度中泊町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

ての質疑を終わります。

◎議案第６３号の上程、説明、質疑

〇塚本委員長 日程第１１、議案第６３号 令和４年度中泊町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

宮越町民課長。

〇町民課長（宮越裕子君） 議案第６３号 令和４年度中泊町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算についてご説明いたします。

２５１ページを御覧願います。歳入決算額では、調定額２億８，６

１５万９，０８５円、収入済額２億８，６１１万５，３８５円、不納

欠損額０円、収入未済額４万３，７００円、予算現額と収入済額との

比較は、２４３万７，３８５円となりました。

次のページ、２５２ページを御覧願います。歳出決算額では、支出

済額２億８，２３５万７，０３０円、不用額及び予算現額と支出済額

との比較は同額の１３２万９７０円となりました。歳入歳出差引残額

は３７５万８，３５５円となり、その全額を令和５年度へ繰り越すも

のであります。

次に、歳入歳出決算の概要について、歳入歳出決算事項別明細書に

より、歳出からご説明いたします。

２５６ページを御覧願います。第１款総務費では、支出済額が６０

８万７，４８０円、第１項総務管理費では、支出済額が５８７万９，

５８０円、第２項徴収費では、支出済額が２０万７，９００円となっ

ております。
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第２款後期高齢者医療連合納付金では、支出済額が２億７，６２４

万８，３５０円となっております。

第３款諸支出金では、支出済額が２万１，２００円となっておりま

す。

以上で歳出の説明を終わります。

次に、歳入についてご説明いたします。２５４ページにお戻り願い

ます。第１款後期高齢者医療保険料では、調定額８，４０７万２００

円に対し、収入済額は８，４０２万６，５００円、不納欠損額は０円、

収入未済額は４万３，７００円、収納率は前年度比０．６１％増の９

９．９５％となりました。

第２款使用料及び手数料では、調定額、収入済額が同額の１万７，

０００円となっております。

第３款繰入金では、調定額、収入済額が同額の１億９，４４７万３，

９５０円となっております。

第４款繰越金では、調定額、収入済額が同額の３９３万２８３円と

なっております。

次のページ、２５５ページを御覧願います。第５款諸収入では、調

定額、収入済額が同額の３６６万７，６５２円、第１項延滞金加算金

及び過料では、調定額、収入済額が同額の４万７，３００円、第２項

雑入では、調定額、収入済額が同額の３６２万３５２円となっており

ます。

以上で議案第６３号 令和４年度中泊町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算についてのご説明を終わります。

〇塚本委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、これをもちまして議案第６３号 令

和４年度中泊町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

の質疑を終わります。

◎議案第６４号の上程、説明、質疑

〇塚本委員長 日程第１２、議案第６４号 令和４年度中泊町水道事業特別会

計利益の処分及び決算の認定についてを議題にします。
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本案について担当課長に説明を求めます。

鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 議案第６４号 令和４年度中泊町水道事業特

別会計利益の処分及び決算についてご説明申し上げます。

損益計算書をもって決算報告いたしますので、恐れ入りますが、中

泊町水道事業特別会計決算書の８ページをお開き願います。１、営業

収益では、（１）の水道事業給水収益として２億６，２０７万７，６

３９円となっております。そして、（３）、その他の営業収益を合わせ

た合計額は２億６，２２５万７，６３９円となりました。

２、営業費用では、（１）の水道事業原水及び浄水費から（７）、水

道事業その他営業費用までの合計額は２億３，７３７万４３２円とな

りました。営業収益から営業費用を差し引いた営業利益は、２，４８

８万７，２０７円となりました。

３、営業外収益では、（１）、水道事業受取利息から（４）、水道事

業雑収益までの合計額は５，７９８万３，３４５円となりました。

４、営業外費用では、（１）、水道事業支払利息が２，０５２万７，

２０９円となり、営業外収益から営業外費用を差し引きますと営業外

利益が３，７４５万６，１３６円となりました。よって、営業利益の

２，４８８万７，２０７円と営業外利益の３，７４５万６，１３６円

を加算した経常利益は６，２３４万３，３４３円となりました。

次のページ、９ページを御覧願います。当年度純利益が６，２３４

万３，３４３円となり、前年度繰越利益剰余金３億６，８７７万５，

７５５円を加算すると４億３，１１１万９，０９８円の利益剰余金に

なりました。

恐れ入りますが、１８ページを御覧願います。利益剰余金が計上さ

れてはいますが、ここの事業報告、１、概況、（１）、総括事項にも述

べておりますが、全国的に社会問題となっている少子高齢化、そして

若年層の町外への流出等で給水収益の減収が大きな課題となっており

ます。

今後も今まで以上に不要不急等の経費を抑制し、健全経営に努めな

がら、安心、安定した水道水の供給を図ってまいりたいと思っており

ます。

なお、収入、支出の詳細につきましては、２４ページからの費用明



- 19 -

細書に記載しておりますので、後ほど御覧願います。

以上、議案第６４号 令和４年度中泊町水道事業特別会計利益の処

分及び決算についてご説明申し上げました。

〇塚本委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、これをもちまして議案第６４号 令

和４年度中泊町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定について

の質疑を終わります。

◎散会の宣告

〇塚本委員長 以上で本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

散会 午前１１時０５分
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令和５年中泊町議会決算特別委員会

令和 ５年 ９月 ７日（木曜日）

〇議事日程 第２号

１ 議案第５８号 令和４年度中泊町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて

〇出席委員（１３名）

１番 鈴 木 長一郎 君 ２番 田 中 洋 君

３番 成 田 直 人 君 ４番 秋 元 隆 君

５番 塚 本 悦 子 君 ６番 荒 関 富 雄 君

７番 秋 田 博 君 ８番 長 利 司 君

９番 兵 庫 桂 蔵 君 １０番 青 山 雅 晴 君

１１番 沖 崎 勲 君 １２番 野 上 憲 幸 君

１３番 川 山 光 則 君

〇欠席委員（なし）

〇出席説明員

町 長 濱 舘 豊 光 君

副 町 長 横 野 彰 吾 君

教 育 長 鈴 木 信 也 君

代 表 監 査 委 員 外 﨑 良 造 君

総 務 課 長 下 山 貴 子 君

財 政 課 長 三 上 晃 瑠 君

総 合 戦 略 課 長 越 野 進 一 君

町 民 課 長 宮 越 裕 子 君

福 祉 課 長 阿 部 弘 喜 君

環 境 整 備 課 長 藤 本 雅 久 君

農 政 課 長 古 川 幹 人 君

水 産 商 工 観 光
山 中 哲 哉 君課 長
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小 泊 支 所 長 太 田 光 平 君

教 育 課 長 田 中 綾 人 君

税 務 会 計 課 長 三 上 康 栄 君

上 下 水 道 課 長 鈴 木 輝 文 君

〇職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 長 利 香代子 君

総 務 課 行 政 係 白 川 隼 君
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開議 午前１０時００分

◎開議の宣告

〇塚本委員長 ただいまの出席委員数は１２人です。定足数に達していますの

で、これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。本日は、決算特別委

員会に付託されました令和４年度中泊町一般会計歳入歳出決算の審査

を行います。

◎議案第５８号の上程、説明、質疑

〇塚本委員長 日程第１、議案第５８号 令和４年度中泊町一般会計歳入歳出

決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

三上税務会計課長。

〇税務会計課長（三上康栄君） 議案第５８号 令和４年度中泊町一般会計歳

入歳出決算の認定について、ご説明申し上げます。

恐れ入りますが、１０ページを御覧願います。まず、歳入決算額で

は、予算現額１１４億５，６６６万９，０００円、調定額１００億３，

０２７万２，６９３円、収入済額９９億８，９８０万８，２４０円、

不納欠損額７２４万６，３１９円、収入未済額３，３２１万８，１３

４円、予算現額と収入済額との比較では、マイナス１４億６，８８６

万７６０円となりました。

１３ページを御覧願います。歳出決算額では、予算現額１１４億５，

６６６万９，０００円、支出済額９６億６，２６６万３，１８０円、

翌年度繰越額７億６，４２６万５，０００円、不用額１０億２，９７

４万８２０円、予算現額と支出済額との比較では１７億９，４００万

５，８２０円となりました。

この結果、歳入歳出差引残額は３億２，７１４万５，０６０円とな

り、翌年度継続費逓次繰越額５万３，０００円及び繰越明許費繰越額

８，１４４万５，０００円を除く実質収支額は２億４，５６４万７，

０６０円となりました。

訂正いたします。１０ページの予算現額と収入済額との比較では、

マイナス１４億６，６８６万７６０円であります。
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次に、歳入歳出決算の概要について、歳入歳出決算事項別明細書に

より、款項を追って、歳出からご説明申し上げますが、説明は支出済

額とさせていただきます。

３８ページを御覧願います。第１款議会費は支出済額７，７１９万

１，４６９円となっております。

次のページ、３９ページを御覧願います。第２款総務費では、支出

済額２９億６，０５７万５，３０１円。第１項総務管理費、支出済額

２８億７０５万７，０９５円。５５ページを御覧願います。第２項徴

税費、支出済額９，１４０万４，３６８円。５７ページを御覧願いま

す。第３項戸籍住民基本台帳費、支出済額４，５８７万３，０４０円。

次のページ、５８ページを御覧願います。第４項選挙費、支出済額１，

５２５万４，４２３円。６２ページを御覧願います。第５項統計調査

費、支出済額５０万４，０９５円。次のページ、６３ページを御覧願

います。第６項監査委員費、支出済額４８万２，２８０円でございま

す。

ページはそのままで、第３款民生費、支出済額１５億５，３４７万

９，５７６円となっております。第１項社会福祉費、支出済額１０億

２，０８１万５，４８８円。６９ページを御覧願います。第２項児童

福祉費、支出済額５億３，２６６万４，０８８円でございます。

７２ページを御覧願います。第４款衛生費、支出済額１１億２，３

９５万５５４円となっております。第１項保健衛生費、支出済額６億

４，５１８万８，９５９円。７９ページを御覧願います。第２項清掃

費、支出済額２億５，１６０万２，７９８円。次のページ、８０ペー

ジを御覧願います。第３項母子保健費、支出済額１，４２２万１，１

９７円。８２ページを御覧願います。第４項病院費、支出済額１億８，

９０５万６，１００円。第５項上水道整備費、支出済額２，３８８万

１，５００円でございます。

ページはそのままで、第５款労働費、支出済額１５万５００円とな

っております。

ページはそのままで、第６款農林水産業費、支出済額８億２７３万

５，９５６円となっております。第１項農業委員会費、支出済額３，

２６９万９，６３９円。８４ページを御覧願います。第２項農業費、

支出済額１億５，３６３万３，９３７円。８７ページを御覧願います。



- 25 -

第３項畜産業費、支出済額５２０万１，０５０円。次のページ、８８

ページを御覧願います。第４項農地費、支出済額５億１３０万１，１

７６円。９１ページを御覧願います。第５項林業費、支出済額３，２

６８万７，３５５円。９３ページを御覧願います。第６項水産業費、

支出済額７，７２１万２，７９９円でございます。

９５ページを御覧願います。第７款商工費、支出済額１億４，５４

５万６，５６９円となっております。

９９ページを御覧願います。第８款土木費、支出済額４億３，５２

９万８，６７２円となっております。次のページ、１００ページを御

覧願います。第１項土木管理費、支出済額４，４４９万９，４５６円。

次のページ、１０１ページを御覧願います。第２項道路橋梁費、支出

済額３億１，４９６万４，７１４円。１０３ページを御覧願います。

第３項河川費、支出済額２，０６６万２，９４６円。次のページ、１

０４ページを御覧願います。第４項都市計画費、支出済額１，２２０

万６，８９４円。次のページ、１０５ページを御覧願います。第５項

住宅費、支出済額４，２９６万４，５６４円。次のページ、１０６ペ

ージを御覧願います。第６項土地開発基金費、支出済額９８円でござ

います。

ページはそのままで、第９款消防費、支出済額６億４，４６９万２，

６１７円となっております。

１１０ページを御覧願います。第１０款教育費、支出済額５億３，

７１７万９，８１７円となっております。第１項教育総務費、支出済

額１億２，３６３万５，６４１円。１１４ページを御覧願います。第

２項小学校費、支出済額８，１２１万９４６円。１１９ページを御覧

願います。第３項中学校費、支出済額５，００９万６，２８５円。１

２２ページを御覧願います。第４項小中一貫校費、支出済額１，６６

３万８，３２３円。次のページ、１２３ページを御覧願います。第５

項社会教育費、支出済額１億４，１７６万１，０６０円。１３２ペー

ジを御覧願います。第６項保健体育費、支出済額１億２，３８３万７，

５６２円でございます。

１３８ページを御覧願います。第１１款災害復旧費、支出済額１億

５，８２４万３，８５０円となっております。第１項農林水産業施設

災害復旧費、支出済額３，７６５万７，４００円。第２項公共土木施
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設災害復旧費、支出済額１億２，０５８万６，４５０円でございます。

次のページ、１３９ページを御覧願います。第１２款公債費、支出

済額１２億２，３７０万８，２９９円となっております。

以上が歳出決算の概要であります。

次に、歳入決算について、款項を追ってご説明申し上げます。お戻

りいただいて１５ページを御覧願います。第１款町税では、調定額９

億２，９５２万７，７２６円に対し、収入済額は８億９，６５２万３，

１０５円、不納欠損額は７２４万６，３１９円、収入未済額は２，５

７５万８，３０２円、収納率は９６．４５％となりました。収入済額

の歳入総額に占める割合は８．９７％となっております。

項別では、第１項町民税で調定額３億２，９８２万７，６７９円に

対し、収入済額３億２，０７２万８，７２８円、不納欠損額１５２万

１，９６８円、収入未済額７５７万６，９８３円、収納率９７．２４

％となっております。

第２項固定資産税では、調定額４億６，２６７万９，９７４円に対

し、収入済額４億４，０４８万３，２５８円、不納欠損額５３０万４，

１５１円、収入未済額１，６８９万２，５６５円、収納率は９５．２

０％となっております。

第３項軽自動車税では、調定額４，４９５万４，７００円に対し、

収入済額４，３２４万５，７４６円、不納欠損額４２万２００円、収

入未済額１２８万８，７５４円、収納率９６．２０％となっておりま

す。

次のページ、１６ページを御覧願います。第４項たばこ税では、調

定額、収入済額は同額の９，２０６万５，３７３円となっております。

ページはそのままで、第２款地方譲与税では、調定額、収入済額は

同額の７，２８６万８，０００円となっております。第１項地方揮発

油譲与税では、調定額、収入済額は同額の１，５６３万１，０００円。

第２項自動車重量譲与税では、調定額、収入済額は同額の４，６７９

万３，０００円。第３項森林環境譲与税では、調定額、収入済額は同

額の１，０４４万４，０００円となっております。

ページはそのままで、第３款利子割交付金では、調定額、収入済額

は同額の３２万８，０００円となっております。

次のページ、１７ページを御覧願います。第４款配当割交付金では、
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調定額、収入済額は同額の１８７万６，０００円となっております。

第５款株式等譲渡所得割交付金では、調定額、収入済額は同額の１

２５万８，０００円となっております。

第６款法人事業税交付金では、調定額、収入済額は同額の９７５万

６，０００円となっております。

第７款地方消費税交付金では、調定額、収入済額は同額の２億３，

０６１万２，０００円となっております。

第８款環境性能割交付金では、調定額、収入済額は同額の５２２万

８，０００円となっております。

第９款地方特例交付金では、調定額、収入済額は同額の１８４万５，

０００円となっております。

次のページ、１８ページを御覧願います。第１０款地方交付税では、

調定額、収入済額は同額の４０億８，６１２万４，０００円となって

おり、収入済額の歳入総額に占める割合は４０．９０％となっており

ます。

第１１款交通安全対策特別交付金では、調定額、収入済額は同額の

４９万６，０００円となっております。

第１２款分担金及び負担金では、調定額、収入済額は同額の１９万

２，７４８円となっております。

第１３款使用料及び手数料では、調定額１億３８１万４，９７８円

に対し、収入済額９，６６２万８，５７８円、収入未済額７１８万６，

４００円となっております。第１項使用料では、調定額９，７５６万

７，３９８円、収入済額９，０３８万９９８円、収入未済額７１８万

６，４００円となっております。２０ページを御覧願います。第２項

手数料では、調定額、収入済額は同額の６２４万７，５８０円となっ

ております。

次のページ、２１ページを御覧願います。第１４款国庫支出金では、

調定額、収入済額は同額の１１億４，８００万１，７９３円となって

おり、収入済額の歳入総額に占める割合は１１．４９％となっており

ます。第１項国庫負担金では、調定額、収入済額は同額の５億２，３

７３万３，１６８円。次のページ、２２ページを御覧願います。第２

項国庫補助金では、調定額、収入済額は同額の６億２４３万２，５３

４円となっております。２４ページを御覧願います。第３項国庫委託
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金では、調定額、収入済額は同額の２，１８３万６，０９１円となっ

ております。

次のページ、２５ページを御覧願います。第１５款県支出金では、

調定額、収入済額は同額の６億１，９５５万８，２０８円となってお

り、収入済額の歳入総額に占める割合は６．２０％となっております。

第１項県負担金では、調定額、収入済額は同額の３億２万４，７３８

円となっております。次のページ、２６ページを御覧願います。第２

項県補助金では、調定額、収入済額は同額の２億８，９３３万１，１

７０円となっております。２９ページを御覧願います。第３項県委託

金では、調定額、収入済額は同額の３，０２０万２，３００円となっ

ております。

次のページ、３０ページを御覧願います。第１６款財産収入では、

調定額３，１８４万４，７２１円、収入済額３，１６０万５，１６９

円、収入未済額２３万９，５５２円となっております。第１項財産運

用収入では、調定額１，６０７万８，２４７円、収入済額１，５８３

万８，６９５円、収入未済額２３万９，５５２円。ページはそのまま

で、第２項財産売払収入では、調定額、収入済額は同額の１，５７６

万６，４７４円となっております。

次のページ、３１ページを御覧願います。第１７款寄附金では、調

定額、収入済額は同額の８，８３３万５，３００円となっております。

第１８款繰入金では、調定額、収入済額は同額の８億４，５３７万

６，０００円となっており、収入済額の歳入総額に占める割合は８．

４６％となっております。

第１９款繰越金では、調定額、収入済額は同額の２億４，９９１万

２，３０８円となっております。

次のページ、３２ページを御覧願います。第２０款諸収入では、調

定額１億６５２万８０円、収入済額１億６４８万６，２００円、収入

未済額３万３，８８０円となっております。第１項延滞金加算金及び

過料では、調定額、収入済額は同額の９７万１，８４４円。第２項町

預金利子では、調定額、収入済額は同額の２万１，６３４円。第３項

貸付金元利収入では、調定額、収入済額は同額の７０万円。第４項受

託事業収入では、調定額、収入済額は同額の９１万９，５００円。第

５項雑入では、調定額１億３９０万７，１０２円、収入済額１億３８
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７万３，２２２円、収入未済額３万３，８８０円となっております。

３６ページを御覧願います。第２１款町債では、調定額、収入済額

は同額の１４億９，６５０万円となっており、収入済額の歳入総額に

占める割合は１４．９８％となっております。

最後になりますが３７ページを御覧願います。第２２款自動車取得

税交付金では、調定額、収入済額は同額の２９万７，８３１円となっ

ております。

以上で令和４年度中泊町一般会計歳入歳出決算の認定について、ご

説明申し上げました。

〇塚本委員長 三上財政課長。

〇財政課長（三上晃瑠君） 私からは、決算書別添一般会計決算説明資料で、

令和５年度以降起債区分別公債費一覧及び令和４年度地方消費税交付

金が充てられる社会保障経費並びに令和４年度各特別会計への繰出金

及び補助金の状況についてご説明いたします。

最初に、令和５年度以降起債区分別公債費一覧についてご説明申し

上げます。資料の１ページを御覧ください。令和４年度まで借入れし

た町債について、その償還額を令和５年度から令和１４年度までの１

０年間で、起債区分は国へ提出した地方財政状況調査の区分を基に作

成しております。参考までに、令和５年度は償還合計額が１２億１，

４９７万９，０００円、令和７年度は１３億２，５２７万円とピーク

を迎え、以降減少傾向となる見込みであります。また、各年度ごとに

普通交付税算入額、公債費合計から交付税算入額を差し引いた公債費

に要する一般財源を掲載しておりますので、参考にしていただければ

と思います。

２ページを御覧願います。令和４年度地方消費税交付金が充てられ

る社会保障４経費、その他社会保障施策に要する経費の状況でござい

ます。令和元年１０月に１０％に引き上げられた消費税のうち５％分

については、消費税法第１条第２項により社会保障経費に充てられる

こととなっております。令和４年度の社会保障分の地方消費税交付金

は１億３，３８０万２，０００円の決算となっており、資料は各充当

額を表にまとめたものでございます。

３ページを御覧願います。令和４年度の各特別会計への繰出金と補

助金の状況を表にまとめたものでございます。うち法定外繰出金及び



- 30 -

補助金は、国民健康保険（診療施設勘定）繰出金、農業集落排水事業

繰出金及び漁業集落排水事業繰出金に含まれる元利償還金以外のもの

であり、その他の各特別会計繰出金、補助金については、全て法定内

繰出金及び補助金となっております。

以上、別添資料についてご説明申し上げました。

〇塚本委員長 お諮りします。

本案に対する質疑は歳入と歳出を分けて行いたいと思います。ご異

議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇塚本委員長 異議なしと認めます。

したがって、質疑は歳入と歳出を分けて行うことに決定しました。

なお、ご質問の際は、決算書のページを示してお願いします。

それでは、議案第５８号の歳入に対する質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

荒関委員。

〇荒関委員 １９ページ、住宅の使用料の収入未済に関連して質問するわけで

すけれども、今当町では住宅数はどれぐらいで、稼働率はどれぐらい

になっているのか。主に滞納になっている住宅地が分散しているのか、

それともまた突出してどこかの未済が多いのか、ご答弁願いたい。

〇塚本委員長 担当課長。

〇環境整備課長（藤本雅久君） ただいまの荒関委員の質問にお答えいたしま

す。

公営住宅は全戸数が４６８戸ありまして、その中で政策空き家とか

住めないような住宅を除いて、現在住める住宅ということでは入居可

能戸数は３７６戸あります。そのうち今入居している住宅が３５５戸

ありまして、入居率としては７６％になります。

各住宅の住宅使用料の未収入額に関してなのですけれども、今現在

令和４年度の滞納額が７１０万５，４００円となっておりまして、各

団地ごとでいけば、最高のところは全て１００％の徴収率なのですけ

れども、現在花丘団地のほうが９８．６％ということで、まだ収入で

きていないところがあります。このところに関しては、各入居者の方

に督促状や電話をかけて、未納額に関しては納めてもらうように指導

してまいっているところでございます。
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以上でございます。

〇塚本委員長 荒関委員。

〇荒関委員 では、ずっと昔から未納額がこの７００いくらで、いわゆる現年

度分という形にはなると思うのですけれども、そこの部分もまた７０

０いくらあって、その未納のうちのあらゆるところは徴収率は１００

％いっていると。花丘団地が若干まだあるというふうな答弁ですが、

では現年度では実際に出ている数字とは違うことになるのではないで

すか、今の答弁だと。

〇塚本委員長 担当課長。

〇環境整備課長（藤本雅久君） すみません。一部訂正させていただきますけ

れども、花丘団地だけが滞納ではなく、一番高いところが花丘団地で、

あとは八幡団地や千歳団地、さわやか団地とかでも未納の方はおられ

ます。そうした方には、先ほど申し上げたように、納めてもらうよう

に指導しております。

本年度の滞納額に関しては、今調べて、後ほどお答えしてよろしい

でしょうか。

〇塚本委員長 では、暫時休憩をします。

休憩 午前１０時３８分

再開 午前１０時４１分

〇塚本委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。

担当課長。

〇環境整備課長（藤本雅久君） 申し訳ございません。滞納額についてなので

すけれども、令和３年度までの滞納額が６８４万２，２００円で、令

和４年度の滞納額が２６万３，２００円となっております。

以上です。

〇塚本委員長 荒関委員。

〇荒関委員 現年度分は２６万３，２００円で過年度分が６８０万ぐらいとい

うことであれば、その２６万３，２００円の未収額の箇所がずっと、

この６８０万、過去にたまった収入未済額の中で、先ほど若干花丘団

地が今年度どうのこうのという答弁があったのですけれども、その６

８０万、過去の未収がまた今年度も同じところで発生しているのかど
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うか、ご答弁願いたいと思います。

〇塚本委員長 担当課長。

〇環境整備課長（藤本雅久君） ただいまの質問なのですけれども、ずっと以

前から滞納して、今でもまず滞納し続けている方も何人かはおります。

その人に対しても、直接会って話をしながら納めてくれるように言っ

て、それで幾らかずつ分割での支払いなどをして、幾らかでも減らす

ような形で支払いのほうをお願いして納めております。

以上です。

〇塚本委員長 荒関委員。

〇荒関委員 聞きたいのをずばり言いますと、ずっと同じ人が滞納を繰り返し、

当然指導なさっているのは分かりますけれども、それが財政的に能力

がなくて払えないのか、それともずっとそうやって分割でやっていれ

ばいいのかというふうな考えの下に住宅に住んでいるのか、問題はそ

の辺だと思うのですけれども。その辺は、その認識の下には、ずっと

長期にわたる滞納を繰り返しているところには、現実的には各課が連

携しながらやっていると思うのですけれども、どういう対策を講じて、

ただいわゆる滞納整理組合へ丸投げしているのか。そこいら辺、いま

一度ご答弁願いたいと思います。

〇塚本委員長 担当課長。

〇環境整備課長（藤本雅久君） 今のお話にありました、例えば滞納整理組合

とか、こちらのほうに住宅料は取り扱ってもらえない未払い金になっ

ておりますので、うちのほうとしては幾らかでも納めてもらうように

説得し続けるしかないので、今後も本人と行き会ったりしながら話合

いを設けて納めてもらうようにしていきたいと思っています。

以上です。

〇塚本委員長 ほかに質問はありませんでしょうか。

秋元委員。

〇秋元委員 同じく収入未済額ですけれども、３２ページの学校給食の収入未

済額ありますけれども、額は少ないのですけれども、これどういう状

況なのか、教えていただきたいのですけれども。

〇塚本委員長 担当課長。

〇教育課長（田中綾人君） 秋元委員の質問にお答えいたします。

個人情報に関わりますので、詳しくは申し上げられないのですけれ
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ども、この給食費の滞納でございますが、小学校で１件、令和４年度

から新規で発生しております。

今の状況なのですけれども、現在は残額としては２万３，０００円、

７か月分解消してきておりまして、徐々に解消はしております。学校

と、それから教育委員会では就学援助費制度の紹介とか、家庭訪問、

それから学校から保護者へ直接会って説明、そういったもののほか、

昨年度は督促状を発送したりとか、そういった取組で徐々に解消に努

めているところではございます。

以上です。

〇塚本委員長 秋元委員。

〇秋元委員 分かりました。この前テレビには入っていましたけれども、この

取扱い、元は私も教育委員会にいたので、若干は内情分かりますけれ

ども、町が主催なのか学校に任せるのかというような話題であってい

ましたけれども、これはうちの場合は、そこで協議して努めていると

いうことの解釈でよろしいのですか。

〇塚本委員長 担当課長。

〇教育課長（田中綾人君） ご質問の件、いわゆる学校給食費の公会計化とい

うことだとは思うのですが、当町ではまだ公会計化はしておりません

ので、一義的には学校ということにはなりますけれども、もちろんそ

れをほっておいているということではなくて、教育委員会も連携しな

がら、私も直接家庭に行ったりとかしたこともございますので、そう

いうふうにして未納解消に努めてまいりたいというふうに考えており

ます。

以上です。

〇塚本委員長 ほかに質疑はありませんか。

荒関委員。

〇荒関委員 同じような収入未済の関係なのですけれども、３０ページ、財産

運用、これ大体金額的にいけば職業能力開発校だとは思うのですけれ

ども、どうやってこの２３万９，０００円が収入未済になったのか、

内訳。

〇塚本委員長 担当課長。

〇水産商工観光課長（山中哲哉君） 今荒関委員ご質問の、これは旧鮑種苗供

給センターに貸してあったときの未払いのものでございます。
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〇塚本委員長 荒関委員。

〇荒関委員 あれは裁判とかやって、まだけりついていないのですか。

〇塚本委員長 担当課長。

〇水産商工観光課長（山中哲哉君） 裁判はまず行われて、一応幾ら幾ら支払

えという、そういう命令が出ております。それで、まずその方々の調

査とか、そういうのをやっていて、まだその分の解消にはなっていな

い状態で、大変申し訳なく思っています。

これに関しては、引き続き本人とのやり取りもあるのですけれども、

やはり再度またそういう訪問いたしまして、どういう状況なのか確か

めて、それでまず今年中には解決したいなと思っております。

以上であります。

〇塚本委員長 荒関委員。

〇荒関委員 払えって言っても払ってないから残っていたと。それは過去の使

用料であって、土地とか建物の件は、もう処理されているのですよね。

〇塚本委員長 担当課長。

〇水産商工観光課長（山中哲哉君） この旧鮑種苗供給センターについては、

既に判決が下りて、建物並びに土地、これは全て町のほうになってお

ります。それで、現在は全然貸していない、そういう状態でございま

す。あとは、そこに置いてあった船に関しても、撤去がもう既に終わ

っているような状態でございます。

以上であります。

〇塚本委員長 ほかに質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、これをもちまして歳入に対する質疑

を終わります。

続いて、議案第５８号の歳出に対する質疑を行います。

お諮りします。歳出に対する質疑は各款ごとに行いたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇塚本委員長 異議なしと認めます。

したがって、歳出に対する質疑は各款ごとに行うことに決定しまし

た。

それでは、第１款議会費に対する質疑を行います。質疑はありませ
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んか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、第１款議会費に対する質疑を終わり

ます。

続いて、第２款総務費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、第２款総務費に対する質疑を終わり

ます。

続いて、第３款民生費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

田中委員。

〇田中委員 ７０ページの子ども・子育て支援事業費の放課後児童クラブの委

託料で２，０００数百万とありますけれども、これについては子育て

世帯を支援していくという上で必要不可欠な経費であって、働き盛り

の親御さんからすれば非常にありがたい事業であると、そのように認

識をしております。

その一方で、中里小学校の保護者の方から夏休み中の学童について

の問合せがありました。８月２３日の学童において、通常使用してい

る部屋、そういったものを使用させてもらえず、エアコンのない部屋

で学童を実施したとのことでした。その日は、熱中症警戒アラートが

出ていて、非常に危険な暑さであったと認識しています。なぜそのよ

うなことになったのか、まずお答えください。

〇塚本委員長 担当課長。

〇福祉課長（阿部弘喜君） ただいまの質問についてお答えいたします。

中里小学校、武田小学校の放課後児童クラブについては、夏休み期

間中は保護者の面談や新学期の準備など、学校が使用する場合を除い

て、学校側へエアコンスペースを提供していただくよう要請しており

まして、暑さ対策を行っているところであります。しかし、今年の夏

は例年にない高温、熱中症の危険性がある中、使えない日があり、保

護者から早急の是正を求められていました。そこで、小学校を所管す

る教育委員会へ改めて学校側へ要請するようお願いしたところであり

ます。
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以上です。

〇塚本委員長 担当課長。

〇教育課長（田中綾人君） 教育委員会のほうから委員の学校の件についてお

話ししたいと思います。

福祉課からその情報を聞きまして、学校に直接確認しましたところ、

新学期準備で教室を使うために学童に移動してもらった、そういうこ

とでございました。この件を教育長にも報告した上で、熱中症警戒ア

ラートが出ている中で、そのような対応では子供の安全確保上、問題

があると判断いたしまして、まずは早急に電話で中里小学校に対して

指示を行ったところでございます。

その後、私も現場に出向きまして、校長、教頭に事情を聞いたわけ

でございますけれども、やはりアラートが出るような状況でエアコン

のない部屋での保育は大変苛酷だというふうに私も現場で確認したと

ころです。子供の安全が第一であるとの指示を伝えまして、その場で

もこちらのほうから改めて指示を行ったところでございます。

今後も学童と連携しながら、そういった場合は緊急避難的にエアコ

ンのある部屋を使うように学校に指示してまいりたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。

〇塚本委員長 田中委員。

〇田中委員 町としては、情報が入ってすぐに対応していただいたということ

で、その点に関しては感謝をいたします。

しかし、私が言うまでもないのですけれども、熱中症というのは人

の命を簡単に奪ってしまうのです。それは皆さんもちろん分かってい

ると思うのですけれども。考えてみてください。朝学童に行った子が、

元気に行ってきますと言った子がそのまま帰ってこないと、そのよう

なことになれば、誰が責任取るのですか。人の命は、誰も責任取れな

いではないですか。絶対こういうことあってはならないですよ。実際

に家に帰ってから体調不良を訴えた、そういう子もいたそうです。命

には関わらなかったかもしれませんけれども。大人の事情で、そんな

大事な子供が危険な目に遭うというのは、絶対あってはならないでし

ょう。今後絶対このようなことがないように、学校側とも連携を密に

取りながら、ぜひ対応をお願いします。

以上です。
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〇塚本委員長 ほかに質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、第３款民生費に対する質疑を終わり

ます。

続いて、第４款衛生費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、第４款衛生費に対する質疑を終わり

ます。

続いて、第５款労働費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、第５款労働費に対する質疑を終わり

ます。

続いて、第６款農林水産業費に対する質疑を行います。質疑はあり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、第６款農林水産業費に対する質疑を

終わります。

続いて、第７款商工費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、第７款商工費に対する質疑を終わり

ます。

続いて、第８款土木費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、第８款土木費に対する質疑を終わり

ます。

続いて、第９款消防費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、第９款消防費に対する質疑を終わり
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ます。

続いて、第１０款教育費に対する質疑を行います。質疑はありませ

んか。

川山委員。

〇川山委員 ページは示せないのですけれども、というのは、私あした総括で

きないので、今日は総括みたいな意味でちょっとお伺いしたいと思い

ます。

教育長に伺います。小泊の小学校が来年１５０年になるみたいなの

です。それで１５０年、別に１５０年の祭りやれとは言わないのです

けれども、１５０年を記念して何か考えておりますか。そこをまず伺

いたいと思います。

〇塚本委員長 担当課長。

〇教育課長（田中綾人君） 委員のご質問にお答えしたいと思います。

まず、小泊小学校が１５０周年に当たるかどうかなのですけれども、

こどまり学園は建物１つでございますが、小学校、中学校並立してお

りますので、現状１４９年経過しておりますので、来年度１５０周年

ということにはなろうかと思います。

教育委員会として記念の行事とか、そういうことは今のところ考え

ておりませんで、通常そういった周年行事を行う場合は、学校と地域

が主体となって協賛事業実行委員会、そういったものを立ち上げて周

年行事を行うというのが一般的なやり方でございますので、もし学校

と地域、保護者、そういった方でそういった事業をやるとなれば、そ

のときにまた検討されることになるかと思います。

以上でございます。

〇塚本委員長 川山委員。

〇川山委員 １年後になるのかもしれない。小泊のほうに歴史を語る会、まだ

存続していまして、柳沢さんが中心になっていろいろやっているみた

いですので、ぜひお声がけいただいて、もしやりたいのであればとい

うことですが、ただ１５０年にもなりますと、いろんな資料集めとか

大変なことになると思いますので、やはり役場のほうも協力してやっ

ていただければなと思っております。

それで、もう一つ、今旧中里高校を払い下げられまして、博物館み

たいな感じで物も置くという感じにこの前話を聞いたのですけれど
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も、私２年ぐらい前に旧下前小学校に行ったら、歴代の校長先生の写

真とかが全てなくなっているのです。それで、「あれどこ行ったの。

まさか投げたわけないよな」と、その後返事聞いていないのですけれ

ども。役場であれ、小学校、中学校であれ、校長先生の写真は飾って

いますよね。旧小泊村時代の今の漁火センターのあそこでも、昔から

の歴代村長とかの写真もあったのですけれども、あれもどこ行ったの

だか。そういうのもひっくるめまして、もし旧中里高校を使って資料

館みたいなものをもしできれば、そういうところに昔からの小泊村を

立ち上げた秋元金四郎さんとか、いろいろ歴代の村に貢献した人たち

いっぱいあるわけですよね。多分中里もあります。そういうのを隠し

て、倉庫に置いておくのでなくて、ぱっと飾れるような、そういう場

所をあそこにもしできるものであれば一つ設けていただきたいと。段

ボールの中さしまっておくのは、ちょっともったいないような感じも

するし、やっぱり先輩にご迷惑だなというところもあるので、そこは

調べてもらって、ひとつ善処していただきたいと思っております。町

長、よろしくお願いします。

〇塚本委員長 ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、第１０款教育費に対する質疑を終わ

ります。

続いて、第１１款災害復旧費に対する質疑を行います。質疑はあり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、第１１款災害復旧費に対する質疑を

終わります。

続いて、第１２款公債費に対する質疑を行います。質疑はありませ

んか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 質疑がないようですので、第１２款公債費に対する質疑を終わ

ります。

続いて、第１３款予備費に対する質疑を行います。質疑はありませ

んか。

（「なし」の声あり）
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〇塚本委員長 質疑がないようですので、第１３款予備費に対する質疑を終わ

ります。

これで議案第５８号 令和４年度中泊町一般会計歳入歳出決算の認

定についての質疑を終わります。

以上で決算特別委員会に付託されました議案第５８号から議案第６

４号までの令和４年度中泊町一般会計歳入歳出決算、各特別会計歳入

歳出決算及び利益の処分及び決算に対する質疑は全て終了しました。

◎議案第５８号～議案第６４号の討論

〇塚本委員長 これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇塚本委員長 討論がないようですので、これで討論を終わります。

◎議案第５８号～議案第６４号の採決

〇塚本委員長 これから採決を行います。

お諮りします。議案第５８号から議案第６４号までの令和４年度中

泊町一般会計歳入歳出決算、各特別会計歳入歳出決算及び利益の処分

及び決算は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇塚本委員長 異議なしと認めます。

したがって、議案第５８号から議案第６４号までの令和４年度中泊

町一般会計歳入歳出決算、各特別会計歳入歳出決算及び利益の処分及

び決算は原案のとおり認定すべきものと決定しました。

去る９月１日、決算特別委員会に付託されました議案を２日間にわ

たり慎重に審査していただきまして、誠にありがとうございました。

◎閉会の宣告

〇塚本委員長 以上で本日の日程は全部終了いたしました。

本日の会議を閉じます。

これをもちまして決算特別委員会を閉会します。

閉会 午前１１時１０分




